




 

 家庭における養育機能の低下が指摘されているが,それに伴う小児の心身の健康障害の

実態については,現在,必ずしも明らかにされているとはいえず,小児期の各時期における

養育を向上させるべく,多領域からの多角的な研究に基づく総合的な対策の確立が必要と

なっている。 

 この見地からの研究を主任研究者から要請され,養育条件がもたらす小児期各期におけ

る成長・発達状態及び健康状態に対する影響を, 

①乳幼児の食生活に影響する養育条件, 

②乳幼児の健康及び発達に影響する環境条件, 

③父母の養育態度形成に影響する条件, 

④拙悪な親子関係の社会病理的条件, 

⑤自閉症発生予防と養育条件, 

⑥小児期の精神保健に影響する養育条件, 

⑦思春期小児の健康に影響する養育条件, 

⑧小児の成長に影響する地域条件, 

などの視点から,8 課題の研究班を編成し,初年度は,各領域における実態把握を中心とし

た研究が行われ,次年度以降は,その把握された実態に基づいて,それぞれの立場から専門

的分析検討がなされ,さらに,それに対応すべき総合的な保健指導に向けてのガイドライン

の設定に発展できるよう研究計画を設定した。 

 本年度における研究成果の概要は，以下に示す通りである。なお,( )は研究協力者名で

ある。 


